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健
康
診
断
で「
疑
い
あ
り
」と
言

わ
れ
た
時
点
で
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗

塞
な
ど
の
発
生
率
が
高
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
合
併

症
な
ど
も
含
め
て
検
査
受
診
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
健
診

な
の
で
主
に
H
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー

b
A
1
c
値
に
よ

る
判
断
だ
と
思
い
ま
す
が
、
急
に
悪

化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
経
時
的

に
測
定
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

当
院
の
場
合
、
健
診
で「
疑
い
あ

り
」と
さ
れ
来
院
し
た
方
の
7
〜
8

割
は
実
際
に
糖
尿
病
と
の
診
断
が

出
て
い
ま
す
。
1
カ
月
も
経
な
い

で
い
き
な
り
糖
尿
病
に
進
ん
で
し

ま
う
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
合
併
症

を
防
ぐ
た
め
に
も
早
期
治
療
が
重

要
で
す
。

　

検
査
は
通
常
、
尿
糖
検
査
、
糖
負

荷
試
験
も
含
め
た
血
糖
検
査（
空
腹

時
、
随
時
）
や
H
b
A
1
c
検
査
、

眼
底
検
査
な
ど
を
行
い
診
断
し
ま

す
。
検
査
結
果
に
よ
り
糖
尿
病
と

診
断
さ
れ
た
ら
、
状
態
を
調
べ
る
た

め
に
再
度
、
検
尿
に
よ
っ
て
イ
ン
ス

リ
ン
の
不
足
度（
C-

ペ
プ
チ
ド
検

査
、
尿
ケ
ト
ン
体
検
査
）を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
合
併
症
に
つ
い
て
も
再

検
査
を
し
ま
す
。
合
併
症
は
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
進
行
す
る
の
で
、

し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

特
に
高
血
糖
に
よ
り
細
い
血
管

が
障
害
を
受
け
発
症
す
る
網
膜
症

と
腎
症
に
注
意
が
必
要
で
、
眼
底
検

査
や
尿
タ
ン
パ
ク
検
査
、
尿
中
ア
ル

ブ
ミ
ン
検
査
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
動
脈
硬
化
が
引
き
起
こ
す
狭

心
症
や
心
筋
梗
塞
、
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
な
ど
の
大
血
管
障
害
を
防
ぐ

た
め
に
心
電
図
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、

動
脈
硬
化
の
検
査（
C
A
V
I
／

A
B
I
）
も
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、

肝
臓
病
や
肺
機
能
検
査
、
歯
周
病
な

ど
糖
尿
病
の
合
併
症
は
、
全
身
に
及

ぶ
の
で
多
種
類
の
検
査
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
合
併
症
の
予

防
に
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
肝

心
な
の
で
、
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、

定
期
的
か
つ
頻
回
に
受
診
し
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

診断の基本となる血糖値と共に眼底や尿など
の初回検査を行い、結果に応じて合併症予防
のための再検査も含め、多種類の検査により
早期発見・早期治療を目指します。

健康診断で「糖尿病の疑いあり」と
されたのですが、確実な診断のた
めには病院でどのような検査を受
けるのでしょうか。［58歳・男性］

糖 尿 病  No.
19

「開業医は、医療への入り口となる場所。医療につ
いて些細なことでも気軽にご相談いただける地域の
『身近なかかりつけ医』を目指します」と藤本先生。
ＨｂＡ１ｃを1分間で測定できる機器の導入など糖
尿病対応も強化しています。「コロナ禍が終わった
ら……は現実的ではありません。これからもコロナ
禍を前提にした万全な感染対策により、患者さん
が安心して治療に取り組めるよう努めます」。

感染症対策を前提にした安心医療の提供をTOPIC

 先生にお答えいただきました！
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